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△
勅
語
捧
讀
式
本
年
は
数
育
勅
語
換
疲
四
十
周
年
に

文
學
博
士
松
山
直
賊
先
生
著
は
す
所
の
「
北
宋
五
子
哲

△
北
宋
五
子
哲
學
刊
行

昭
和
五
年
十
月
五
H
記
念
祭
骰
典
を
執

行
し
、
終
つ
て
文
學
槽
士
鈴
木
虎
雄
先
生
の
「
呂
氏
郷

約
の
大
要
」
こ
題
す
る
記
念
講
演
め
り
。

△
記
念
祭
典

悔
週
土
曜
El
開
講
の
定
期
講
演
は

懐

徳

堂

記

事

迄
に
改
む
。

り
開
講
せ
し
を
昭
和
六
年
一
月
よ
り
同
七
時
よ
り
九
時

玉
砂
利
を
踏
む

湘
園

従
来
同
請
義
は
午
後
六
時
よ

ご
つ
宮
の
林
の
中
の
こ
こ
か
し
こ
身
も
た
な
し
ら
に

あ
b
o

幾
掬
ひ
し
つ

き
こ
つ
宮
所

黒
本
植
先
生
の
國
慨
論
及
び
思
想
問
題
に
就
て
の
講
演

お
は
け
な
く
林
泉
り
幽
趣
ま
な
か
ひ
に
仰
ぎ
ま
つ
り

誌
に
牧
載
す
）
昭
和
六
年
五
月
二
十
一
―
-
H
金
澤
の
儒
者

ご
つ
宮
の
山
よ
b
出
づ
る
谷
水
セ
か
は
き
ご
ざ
む
こ

に
悦
ぶ
。

倉
理
事
長
の
一
場
の
講
話
ぁ
b
o

十
一
月
二
十
―

-
H
文
學
博
士
野
田
義
夫

っ
た
方
々
に
成
謝
の
枕
を
棒
げ
堂
の
恩
頼
の
深
甚
な
る

よ
り
牧
育
勅
語
捧
讀
式
を
行
ひ
、
終
つ
て
財
津
放
授
小

雨
に
似
て
あ
い
ま
い
だ
。
今
日
の
邦
観
に
お
遊
力
下
さ

相
常
す
る
を
以
て
十
月
三
十
El
授
業
を
休
み
午
後
七
時

△
臨
時
講
演

先
生
の
「
数
育
勅
語
マ
J

國
民
逍
低
」
ご
題
す
る
講
演
（
本

△
文
科
講
義
時
間
改
正

△
定
期
講
演
改
稲

同
年
一
月
よ
り
「
土
曜
講
演
」
ご
改
稲
す
。

四
月
二
十
五

H
故
本
堂
放
授

二
―
六



學
」
を
列
行
す
。

△
田
中
文
部
大
臣
視
察

△
第
三
期
の
講
義
講
演

第
三
講

第
二
請

1

1

一七

理
事
長
小
倉
先
生
の
お
骨
折
で
桂
、
修
學
院
雨
離
宮

第
一
講

内
賜
は
り
し
を
戚
謝
す
る
。

通
俗
講
演

日
本
國
民
経
済
論

京
大
放
授
網
清
學
博
士

餌
月
第
三
火
曜

膠
質
の
世
界

表
面
の
化
學
及
物
理

接
躙
胴
媒
の
作
用

作
田
荘
一
先
生

奈
良
の
石
佛
｀
＿
二
月
堂
、
戒
墳
院
、
頭
塔
川
方
面
に

探
勝
會
を
催
す
。
佐
々
木
恒
消
先
生
が
親
し
く
御
案

十
一
月
＿
二
十
日

桂
、
修
學
院
雨
離
宮
秤
観

土
曜
講
演

十
一
月
十
六
日
探
勝
會

文

科

講

義

金

曜

陸

滸

詩

鈴

木

博

士

會
誌
第
八
琥
を
列
行
頒
布
す
る
。

定
H
講

義

木

曜

榮

舘

物

語

り
新
た
に
開
講
す
る
も
の
左
の
如
し

あ

b
o

林

講

師

昭
和
六
年
第
三
期
（
九
月
）
よ

恒
祭
會
誌
刊
行

専
門
學
務
局
長
｀
猪
股
秘
書
を
随
へ
末
堂
堂
内
を
視
察

の
後
、
大
講
堂
に
於
て
聴
講
生
の
た
め
に
一
場
の
訓
話

五
月
一
日
文
部
大
臣
は
赤
間

昭
和
五
年
十
月
五
日

午
後
一
一
時
よ
り
記
念
祭
典
、
午
後
三
時
よ
り
記
念
講

演
め

b
、
會
員
一
同
参
列
、
會
員
中
川
幸
三
君
は
十

ヶ
年
間
聴
講
獄
緩
の
故
を
以
て
表
彰
せ
ら
る
目
出
た
し
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堀
場
信
吉
先
生

第
四
講

膠
質
化
學
の
工
業
上
の
應
用

京
大
教
授
理
學
拇
士


